
昨年11月12日より三日間、香川県高松市において第23固の全国大会が開催されました。これまで編

集・出版委員会では、紙面での大会報告に 『会報j1回分をあて、討議内容を中心にお伝えしてきたと

ころです。しかし大会に参加されなかった諸氏にとっては、大会で配布される要綱(報告の予稿等が

掲載されている)を探し出し、あるいは借用して、その会報と併せ読むことが、全容を辿る手だてだ

ったことになります。

当委員会では、それらを一冊に集約することによって、利用の便宜を向上させ、かつより多くの

方々に大会活動の利益を提供しようと考えました。本号は、このような企図から合併号の大会特集と

しました。もちろん、毎年のように合併号をお送りしていたのでは、年4固刊行の 『会報』が3固にな

ってしまうも同然です。この試みが支持されるならば、より良いやり方を検討して解消することとな

りましょう。

以下には、本号を活用してもらうために、基硬的事項をノー卜しておきます。本年11月11日(水曜

日)から予定されている大会(沖縄県)に持参され、継続的・発展的議論にお役立ていただけるなら

ば、委員一問、大いなる喜びとするところです。

第23回全国大会
..d.. 
'%l> 場:香川県立文書館、香川県教育会館ミ ューズホール、公立学校共済組合高松宿泊所ラ

ポールイン・タカマツ

日 程:1997年11月 12 日 (水曜日 )~ 14 日 (金曜日)

12日:研修会、総会、懇親会、 13日:自由テーマ研究会、大会テーマ研究会/全体

会、 14日:大会テーマ研究会/分科会、施設見学

大会テーマ: 110年で何が変わったか一公文書館法と史料保存」

主 催:香川県、(財)香川県立図書館 ・文書館管理財団、全国歴史資料保存利用機関連絡協議会

大会事務局:香川県立文書館内 電話0878-68-7171

大会企画委員会事務局:埼玉県立文書館内 電話048-865-0112

さて、本号の試みは当委員会の業務見直しの

一環をなします。これに取り組む課題意識と進

捗状況をお伝えして、ご意見とさらなるご支援

をいただきたいと思います。

次頁図に示した本協議会の会員数の変化をご

覧ください。公文書館法が公布された1987年か

らの十年間に、個人会員は3.6倍 (272)、機関

会員2.7倍 (159)、全体で3.2倍 (431)に増加し

ています。

これに加えて本号でお伝えする香川大会で

も、十年前とは違う新しい状況や事態が多数報
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告され、っきつめた意見も出されました。すな

わち、情報公開法制整備に後押しきれ急速に立

ち上がる国の文書管理体制、個人情報保護制度

と文書館業務の調整、公文書館法等の法整備の

推進、財源、の緊縮とグローパライゼーションの

中で保存利用システムの創出・充実に尽力しつ

づけなければならないこと、博物館・図書館と

文書館の分業と協業の本格化、世界のそしてア

ジアの中での本協議会の役割、そして実用段階

にはいった電子情報システムの管理と活用、

等々を挙げることができ ます。
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より多くの仲間、そしておそらくはより多様

な仲間をもち、社会システムのより多くの局面

と深く織りなすに至った文書館運動、これが今

現在の会の姿であるように思われます。このよ

うな状況認識のもと、第ーにより意識的に、全

体を集約しながら情報提供していくこと<集約

化>、第二に、多くの局面での問題解決に資す

るために、有益な各種情報を複数のチャンネル

で提供すること<多角化・複線化>、第三に、

会員諸氏からの意見・質問そして応答の回路を

太くすること<フィ ードパック>、を進めてい

こうと考えています。これらの諸点は、阪神・

淡路大震災の経験から、情報のフ リー ・フロー

とコミュニケーションをつくり出さなければ、

時局を切り拓く豊かさや結集の力を生み出し難

い、と学んだことに も拠っています (会誌第8

号「特集にあたって」をご参照ください)。

現在の取り組みは、大会活動報告の集約化の

ほかに二つ、インターネットのWEBホームペ

ージ (HP)の開設・運用と、会誌・会報・ HP
三者の企画や提供情報の調整です。前者につい

ては、 3月の役員会において積極的な理解が示

され、国立学術情報センターの IAcademic 

Society Home VillageJに申請し、無料で開

設・運用する了解が得られたところです。この

後、最終手続きを済ませ、 真っ青な夏空のもと

にスタートできるよう準備を進めます。予定さ

全史料協会報 No.43，44

れているURL(HPの住所のこと、 全て半角)

は次の通りです。

http://www.soc.nacsis.ac.jp/jsai2 

一方後者は、HP開設に伴って流動的な面を

もっていますが、 ①委員会報告の充実、と りわ

け必要事項の確認、標準化、②新聞・雑誌記事

の掲載情報の提供、 ①HPから会報・ 会誌への、

有益かっ良質な議論 ・情報の転載、等々を検討

しています。すでに動き始めたものもあります

が、 i斬次、実施していく予定です。なお、イン

ターネットのHPをご利用されない会員諸氏に、

不利益をもたらさないよう十分に配慮すること

は、編集上の方針として確認しているところです。

以上の諸点、会長事務局そして各委員会の協

力を得ながら進めてまい ります。しかしなによ

り、会員諸氏の参画によ って活力を得、実現で

きるものと考えます。ご意見とご支援をお願い

して、この特集に添えます。

(文責 :保坂裕興)
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